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二輪車ユーザーの輪が広がり、安全・安心で、
より快適な二輪車環境の構築を目指し活動を推進

会　長　伊　東　孝　紳

　明けましておめでとうございます。皆様、よき年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、平素から当協会の諸活動に多大のご理解とご支援、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。
　当協会は平成 25 年 10 月に組織統合し 2年余が過ぎましたが、皆様のご支援、ご協力のお蔭を持ちまして、組
織運営、事業活動は滞りもなく、概ね順調に推進することができており、重ねて感謝申し上げます。
　さて、新年に当り、当協会が取り組みます事業に関し、4点ばかり簡単に申し述べたいと思います。
　第一は、「安全運転普及活動の推進」についてです。
　昨年 11 月末現在での全国の二輪車による交通事故死者数は 612 人で、前年同期より 33 人、5.1％減少となっ
ています。その内、原動機付自転車の死者数は 201 人で半数は 65 歳以上の高齢者が占めており、自動二輪車の
死者数は 411 人で近年中高年の構成率が高くなっています。
悲惨な交通事故を抑止して、安全で安心な二輪車利用の普及を図るため、グッドライダーミーティングをはじめ、
高齢者、女性及び高校生等に対する安全運転講習を計画的に推進してまいります。
　第二は、「防犯活動の推進」についてです。
　グッドライダー・防犯登録は、警察のご指導を得て二輪車の防犯活動として重要な役割を果しております。こ
このところ、やや低調傾向がみられることから、昨年 3月から 6月までの 4か月間、グッドライダー・防犯登録
の推進キャンペーンを実施しましたが、依然としてその傾向が続いております。
そこで、当協会としては、本年も推進キャンペーンを実施し、グッドライダー・防犯登録の一層の普及と登録件
数の向上を図り、ユーザーの大切な二輪車の盗難防止と、安全で安心な二輪車の利用をサポートしてまいります。
　第三は、「利用環境の改善」及び「流通環境の整備推進」についてです。
　利用環境の改善に向けて、関係団体と連携を強化し、駐車場整備やユーザーに対する駐車場利用啓発等を引き
続き行ってまいります。また、マナーアップ施策としてライダーの安全やマナーに対する意識の向上を図り、社
会における二輪車のイメージアップのため、「グッドマナー JAPAN RIDERS 宣言」活動を積極的に推進してま
いります。
流通環境の整備推進については、関係団体と連携して自動車公正取引協議会への入会促進や二輪車品質評価者講
習会の開催などを行い「二輪車公正競争規約」の一層の普及を図ってまいります。
　第四は、「楽しさを訴求するイベントの開催等」と「モーターサイクルスポーツの普及促進」についてです。
　二輪車の楽しさを広く訴求するため、7月から 9月までのバイク月間中をはじめとする各種イベントを積極的
に開催または後援してまいります。
また、一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会と連携し、モーターサイクルスポーツの普及促進を図っ
てまいります。

　以上、当協会が取組みます主な事業とその方針をご紹介いたしましたが、私共は今後とも二輪車ユーザーの利
用の輪が広がり、安全、安心、より快適な二輪車環境の構築を目指し、活動を推進してまいります。
皆様方のなお一層のご理解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
おわりに皆様の益々のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

年頭の辞
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関係機関・団体との緊密な連携による官民
一体となった継続的な取組が不可欠

警察庁交通局長　鈴　木　基　久

　新年おめでとうございます。

　皆様方には、平素から交通警察行政各般にわたりまして、格別の御理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げ

ます。

　さて、平成 27 年中の交通事故情勢につきましては、発生件数及び負傷者数は 11 年連続の減少となりましたが、

死者数は 15 年ぶりの増加となりました。

　政府が定めた第９次交通安全基本計画において掲げた「平成 27 年までに 24 時間死者数を 3,000 人以下とする」

という目標についても、残念ながら達成できませんでした。

　近年は、交通事故における致死率の高い高齢者の人口の増加などを背景として、交通事故死者が減りにくい状

況が続いており、交通事故死者数の半数以上を６５歳以上の高齢者が占めているほか、飲酒運転等の悪質・危険

な違反による悲惨な交通事故が後を絶たないなど、多くの尊い命が犠牲となっている状況に変わりはありません。

　また、本年は、第 10 次交通安全基本計画がスタートする年であり、政府が目標とする「世界一安全な道路交

通の実現」に向け、なお一層の取組が求められております。

　警察としては、交通事故死者数が増加に転じたことを厳しく受け止め、高齢者や歩行者の安全確保を図るため

の交通安全教育や街頭活動、悪質・危険な違反の取締り、計画的な交通安全施設の整備などの総合的な交通事故

防止対策を一層強力に推進し、交通事故による犠牲者の減少に向け、取り組んでまいる所存です。

　もとより、交通事故防止はひとり警察のみで達成できるものではなく、関係機関・団体との緊密な連携による

官民一体となった継続的な取組が不可欠であることは申すまでもありません。

　貴協会におかれましては、「グッドライダーミーティング」、「二輪車安全運転講習」を始め、二輪車の安全運

転普及活動に積極的に取り組んでいただいておりますが、今後とも、こうした活動を推進していただきますよう

お願い申し上げます。

　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていた

だきます。

年頭の辞

人事異動のお知らせ
　平成 28 年１月 14 日付で
　鈴木基久氏はご勇退され
　井上剛志氏がご就任されました。
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安全本部  安 全 普 及 部

●グッドライダーミーティング（Ｇミーティング）の開催

　平成 27 年度のＧミーティングは、全国で 115 回の開催を計画し展開中です。
　女性が参加しやすいよう女性対象の講習内容で受講者を女性に限定して開催する「レディースミーティング」
は、千葉、東京、富山、大阪、兵庫、愛媛で各 1回、計 6回開催しました。

活 動 報 告

Ｇミーティング県別開催計画・実績

Ｇミーティング県別開催実績累計

高齢者Ｇミーティング

鹿児島県 奈良県 大阪府

平成27年12月末現在
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●受講者からのアンケート結果

受講者の年齢

　例年通り、二輪需要の成熟期に育った40代、50代が多く、特に50代の伸長が目立つ。
　事故の増加傾向にあるリターンライダーを含む40代、50代は、指導対象として十分に対応。
　一方、事故の多い若者(20歳未満）、高齢者（65歳以上）の動員に苦慮しているが、高齢者は上昇傾向。

受講者の性別

　男性79.5％、女性20.5％と、女性エントリーを徐々に増やし２割に到達。
　女性が参加しやすいレディス開催　千葉、東京、大阪、富山、新たに　愛媛、兵庫が実施。
　四国、近畿、東北の順で、参加比率は上昇している。
　女性指導員の育成、女性白バイ隊員への協力要請等、女性主導型の運営を促進。

受講者の参加回数

　初回参加が4割弱と最多であり、目指す方向性に沿って動員確保。
　次に 2～４回が多く、4回以下で 7割を超えていることから指導対象層への誘引を維持。
　西日本エリアは初回参加の誘引率が高い。特に、中国は 6割超の動員を図る。
　北海道（札幌）は、初回参加枠を設けるなどしているが、例年通り、リピーターが過半数を占めている。

　講習内容だけでなく、開催案内方法や認知度向上など活動全体を改善するため、毎回受講者にアンケートを回
答していただいています。
　本年度は 111 会場で 3,653 人に回答していただきました。
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グッドライダーミーティングは何により知りましたか

　認知経路は固定的で、ＨＰを通じての認知が最多であり、次いで友人・知人、販売店は３番目の定位置。
　東北は、受付窓口を販売店に集約しており、顧客管理、アフターフォローに繋げている。
　販売店経由の低い北海道、近畿、中部はＨＰ依存度が高く過半数を占め、中国は他（高校）で押下げ。

グッドライダーミーティングの申し込みはどちらからされましたか

　�販売店が43.5％あり、ＨＰ、友人・知人、ポスター・チラシ等の幅広い認知経路からも申し込みに至っており、
認知度、広報効果は上がっている。
　東北、関東、四国の順に、販売店を窓口として、二輪車ユーザーとのコミュニケーションを強化している。
　一方、北海道、近畿、中部、中国は販売店の介在が低い。

今後の方針

・47都道府県継続開催、拡大（中止時の振替日を設定）
・交通事故死傷者の割合が高い、初心運転者、年齢層（若者・高齢者、リターンライダー等）の参加を促進。
・販売店による動員の強化
・高齢者（高年齢層）、レディス、高校生等を対象とした層別開催。
・�Ｇミーティング指導員マニュアルに基づいた指導方法、運営方法の標準化。そのための各県指導員のレベルアッ
プ研修会の実施。
・受講者アンケート調査・分析を継続し、内容改善により一層の充実を図る。
・講習等費用の一部を受益者負担とすることの検討。

引続き、皆様のご支援、ご協力をお願い致します。

店頭個別安全指導の観点やＧ防犯登録加入者の特典として、販売店からの告知、動員強化をお願い致します！！
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●高校生に対する安全運転講習計画・実績

　高校生に対する安全運転講習の実績は、計画通りの進捗状況ではないものの、受講して頂いた生徒や教職員の
方々には大変良い反響をいただきました。引続き実施してまいります。

　通学許可校の生徒指導担当者研修会を実施しました。
　５月13日　宮城県19校の担当者19名、6月22日　茨城県30校の担当者32名
　10月23日　奈良県16校の担当者17名、
　こちらも受講して頂いた生徒指導担当者の方々には大変良い反響をいただきました。

　高校生講習開催のための県リーダー指導員研修会を実施しました。
　5月14日　宮城県11名、6月15日　鹿児島県17名、6月28日　愛媛県13名、7月5日　高知県16名、7月9日　長崎
県12名、8月20日　山梨県19名、11月12日　奈良県18名、11月17日　広島県9名、岡山県4名、山口県2名、島根県
2名、鳥取県1名（福岡県16名、熊本県12名は平成27年3月に実施済）
これで、15県、152名に実施しました。

　また、特別取組みとして「高校生にバイクは不要」宣言撤廃に向け埼玉県への安全講話及び山間部通学許可校
実技指導に協力参加しました。
安全講話（座学のみ）
・ふじみ野高校　6月10日600名（2回目を平成28年3月16日に予定）
・幸手桜高校　7月9日600名
・八潮高校　7月14日590名
マナーアップ講習会（実技・座学）
・秩父エリアの高校　7月26日
　5校（小鹿野、熊谷女子、皆野、寄居城北、秩父農工科学の５校）25名
生徒指導型実技講習会
・秩父農工科学高校　12月14日18名

平成27年12月末現在
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●ゲンチャレWebサイト 訪問者数 4月～12月

　原付免許試験問題「ゲンチャレ」Webサイトは、学校が休みになる春と夏に利用者が急増する傾向にある。
　利用する端末（機器）はスマートフォンが8割を超えている。
　現在掲載の試験問題№１～４の内№１，２をリニューアルし新たに№５，６を作成し平成28年４月に試験問題の
入れ替えを予定。

●H27.01-09 原付免許試験　受験者数・合格者数・合格率　数年前比　全体 42県

　受験者数、合格者数共に減少傾向にあるが、合格率が向上している。チャレサイトが貢献出来ているか。
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Ｇ防犯登録件数の推移（平成8年～平成27年）

安全本部　 G 防 推 進 部

●グッドライダー・防犯（G防）登録の推進状況について

　Ｇ防登録率の落ち込みやＧ防稼働店の減少に歯止めがかかっていない状況となっています。
　Ｇ防登録件数（30 万件 /年）を確保するため、関連団体や販売店と更なるコミュニケーションを図り、出来
ること、考えられることを着実に、地道に、具体的に積み上げていく必要があります。
具体的には、
　○�情報の共用化と同一歩調による、Ｇ防登録推進キャンペーンの継続
　○関係機関・団体、販売店及びユーザーへ認知度向上のための積極的広報
　○�関連団体への働き掛けによるＧ防登録実施店・工場の新規開拓

活 動 報 告
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G防登録推進キャンペーン実施結果

　Ｇ防登録件数（30万件/年）を安定保持するための施策の1つとして、平成27年3月1日から6月30日の４か月間
「グッドライダー・防犯登録推進キャンペーン」を実施しました。
　期間中に登録実績を挙げた販売店へ特典および表彰をおこないました。
　・�登録件数が前年同期より増加した販売店には、その増加割合に応じた枚数のクオカード1,318枚を進呈しま
した。

　・登録件数が多かった全国上位販売店54店およびブロックごとに上位販売店47店に会長表彰を実施しました。
　　また、期間中に登録したユーザー1,000名に抽選でクオカード１枚を贈呈しました。
　前年同期100％以上の登録件数を目指しましたが、目標達成は出来ずに終了しました。これは前年の３月が、
消費税増税前の駆け込み需要があったり、登録件数も例年に比べ多かったという特殊事情が大きく影響している
ためで４月から６月の３ヶ月で見ると前年より増加となりました。

月別登録件数実績（加入日ベースの実績）

　期間中の登録件数は98,994件となりました。
　キャンペーンを始めた平成27年3月から4月にかけては登録が伸び、4月は期間中トップの登録件数となりまし
たが、5月、6月は減少し、平成26年の登録件数に並ぶ登録状況となりました。
　平成27年3月の登録件数は26,459件で、前年同月の登録件数39,988件と比較すると▲13,529件ですが、平成26年
3月は消費税増税前の駆け込み需要があったり、登録件数も例年に比べ多く、特異な状況下にありますので、平
成23年から平成25年の登録件数の平均29,953件と比較すると、▲3,494件、▲11.7％となりました。期間中に登録
状況を概観すると次のようになっています。
　①前年同期は未稼働だったが、稼働となった販売店は612店あり、登録件数の合計は3,197件でした。
　②�前年同期より登録件数が増加した販売店は1,946店（稼働店4,470店の43.5%）、増加した登録件数の合計は
11,429件でした。

　③�前年同期比で登録件数が増加した都道府県は、北海道142件、静岡県147件、愛知県79件、岐阜県39件、長崎
県11件でした。登録件数が最も多かったのは大阪府14,020件でした。一方、登録減少率が最も高かったのは
佐賀県▲26.6％、登録件数が最も減少したのは東京都▲1,181件でした。

　④�稼働店は4,470店で、前年同期比▲205店でした。稼働店数が最も多かったのは近畿の1,275店（大阪府513店）
で、稼働店の増加が最も多かったのは愛知県の12店でした。

　・販売店の縮小、廃業等に伴い、稼働店も年々減少。

Ｇ防稼働店数の推移（ブロック別）

　・平成23年以降減少傾向をたどっている。

Ｇ防登録件数の推移（ブロック別）


